




要約 ホモシスチン尿症の新生児例には血中および尿中ホモシスチンの増加が著明でなく

診断が困難な症例がある。その一因として,ホモシスチンは血漿蛋白と容易に結合するため

に血漿の除蛋白の際に沈澱に移行することが考えられる。そこで本研究では血漿除蛋白沈

澱中のホモシスチンの分析法について検討し,ついでホモシスチン尿症 3 例の血漿あるい

は血清除蛋白上清および沈澱中ホモシスチンを定量分析した。3例から採血後 30分以内に

血漿を分離,除蛋白しても除蛋白沈澱には血中ホモシスチン濃度に関係なく一定量のホモ

シスチンが含まれていた。また,尿中ホモシスチンがほとんど検出できなかった新生児例の

凍結保存血清の除蛋白沈澱にもホモシスチンの明らかな増加がみられた。このように血漿

除蛋白上清とともに沈澱のホモシスチンを分析することにより新生児ホモシスチン尿症を

確実に診断できるものと思われる。 


